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このイラストは、小林高校２年生
海
かいぞう

蔵楓
ひ な

寧さんが小林市の活性化を
願い作成したものです。市の自然

（花、星、水、蛍）がモチーフになっ
ています。

も応援。
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Info ＆ News
このコーナーでは、九州一安心安全なまちづくりを目指す小林市で活躍する人やその活動など、
協働のまちづくりに関する情報を提供します。

こばやし協働 Info ＆ News

インフォ　アンド　ニュース

Info

4 月 23 日、第 7 期リサイクル品分別指導
員委嘱状交付式が開催されました。今

回、平成 27 年 3 月 31 日までの指導員として
委嘱されたのは 258 人。式では、代表して
平
ひらいし

石真
ま ゆ み

弓さん（野尻 5 区）に委嘱状が交付さ
れました。交付式の後、学習会が開催され、
空き缶やビンなどの分別方法やリサイクル品
の出し方・指導について、熱心に学習しまし
た。指導員は月１回のリサイクルの日に立ち
会い、分別のアドバイスを行っていきます。

保護司の支援と情報交換に
サポートセンター開所

市のリサイクル率は県内９市で最高。１人当たりの
１日のごみの排出量は県内最小となっています

更生保護

市民活動支援センターからのお知らせ

リサイクル分別指導員に
258 人を委嘱

リサイクル こばやし協働

協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」

KOBAYASHI 2013.6

市 民活動団体などの皆さんが、有機的に繋
がっていく協働体制づくりのために「小

林応援団バンク」を設置しています。イベント
などの協力団体を探している人、同じ活動目的
を持っている団体同士で集まりたい人、セン
ターで仲間探しをしてみませんか。
　これから活動をやってみたいと考えている
人、気軽にセンターまでおこしください。団体
立ち上げなどの相談に応じます。ただし、確実

に対応するために、事前に電話をよろしくお願
いします。
※開館時間：９時～ 18 時

（会議室利用は、21 時まで。ただし、前日まで
に会議室の予約が必須）
※閉館日 : 月曜日、国民の祝日、年末年始（12
月 29 日～１月３日）

小林市市民活動支援センターをご利用ください。

４ 月 26 日、小林地区更生保護サポート
センターが市役所第４別館に開所し、

保護司や関係者ら 40 人が集まり開所を祝い
ました。保護司とは、犯罪や非行をした人の
立ち直りを支えるボランティア。センターは
経験豊富な企画調整保護司が常駐し、保護司
の支援や情報交換の場として活用されます。
式で小林地区保護司会の窪

く ぼ た

田英
え い じ

二会長は「勉
強会などを重ね、しっかりと更生保護に取り
組んでいきたい」とあいさつしました。

県内でのセンターは延岡市に続いて、本年度、小
林市と都城市に開設されました

を目指して
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障がいのある人が安心して住みよい地域に
身体障がい者相談員８人に委嘱状を交付

４月 23 日、障がい者の初期の相談や相談
依頼者と行政とのパイプ役として、身

体障がい者相談員８人に委嘱状が交付されま
した。相談員を代表し、野田進一さんが「大
変責任のある仕事の任命を受けました。勉強
をしながら、障がいのある方々が安心して生
活できるように努めたい」と決意を述べまし
た。今回の委嘱期間は、平成 25 年４月 1 日
から平成 27 年 3 月 31 日まで。相談員は、障
がい者の相談を受けるだけでなく、障がいと
障がい者に対する正しい認識と理解の普及・
啓発などを行っていきます。

相談員制度は昨年 11 月から開始。毎月第４日曜
日の１３時から１６時まで、市役所第４別館内の
障がい者交流スペースで定期相談を行っています

News
障がい者福祉

　小林市市民活動支援センター
　℡ 27-3177（月曜、祝日は休館）

問

NewsNews

身体障がい者相談員

永
ながみね

峯　護
まもる

さん　小林・須木地区担当　

野
の だ

田　進
しんいち

一さん　小林地区担当　　　

舞
ま い た

田　慶
けいいちろう

一郎さん　小林地区担当　　

小
こ づ の

角　佐
さ と し

藤次さん　野尻地区担当　　

牟
む た

田　次
つ ぎ お

夫さん　小林地区担当

早
わ さ だ

田　孝
たかのぶ

信さん　小林地区担当

赤
あかがわ

川　勲
くんいちろう

一郎さん　野尻地区担当

永
な が た

田　光
み つ お

男さん　野尻地区担当




